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針路

高 知
県労連
高 知

県労連
    

９
月
３
日
、
県
労
連
は
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
３
０
回
定
期
大
会
を
開
催

し
約
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
組
織
の
強
化
・拡
大
を
具
体
的
に
進

め
る
中
で
、
春
闘
前
進
や
安
全
衛
生
委
員
会
強
化
に
よ
る
長
時
間
・過
密
労
働
の

是
正
を
し
て
い
く
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
（２
・
３
面
）

　

県
労
連
第
３
０
回
定
期
大
会
を
開
催
！

組
織
強
化
で
課
題
の
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う

詳
し
く
は

　
県
労
連
Ｈ
Ｐ
を
！

     

高
知
県
労
連
で

　
　  

検
索
で
き
ま
す

　
高
知
県
は
、
産
業
振
興

計
画
で
「
地
産
外
商
」
を

大
き
く
掲
げ
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
取

最低賃金答申額に異議申し立て

　
大
会
で
は
、
全
労
連
の
長
尾
ゆ
り
副

議
長
と
日
本
共
産
党
高
知
県
委
員
会
の

松
本
顕
治
衆
議
院
高
知
１
区
予
定
候
補

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
高
知
県
知
事
、
高
知
市
長
、
四

国
各
県
の
県
労
連
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

組
織
強
化
が
前
進
の
カ
ギ

　
長
時
間
・過
密
労
働
や
人
員
不
足
な

ど
、
労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
目
の
前
の
課
題
に
追
わ

れ
、
職
場
で
の
組
合
活
動
も
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
春
闘
・
労

働
条
件
闘
争
や
組
織
拡
大
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
大
会

で
は
、
多
く
の
組
織
か
ら
「
組
織
強
化
・

拡
大
」に
つ
い
て
の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

原
点
に
立
ち
返
る

　
私
た
ち
の
運
動
の
基
礎
と
は
何
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
「
憲
法
」
で
す
。
憲
法
１

３
条
の「
幸
福
追
求
権
」を
根
幹
に
、
憲

法
２
８
条
の
「
団
結
権
」
で
闘
う
権
利

り
組
み
自
体
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
県
外
か
ら
流
入
し
て
く

る
食
材
や
資
本
への
対
策
は
十
分
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
▲
食
料
と
健
康
・地
域

を
考
え
る
高
知
県
連
絡
会
（食
健
連
）

は
、
現
在
学
校
給
食
に
つ
い
て
調
査
を

進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
県
下
に
広
が
る
給
食
セ
ン
タ
ー
や

委
託
調
理
は
東
京
資
本
の
企
業
が
請
け

負
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
が
抱
え
る
給
食
数
で
は
、
県
内
産

食
糧
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
▲
高
知
市
は
１
食
あ
た
り
２

８
０
円
。
仮
に
６
０
０
０
食
を
作
れ
ば
、

１
日
に
１
６
８
万
円
と
な
る
。
月
２
０

日
と
す
れ
ば
３
３
６
０
万
円
で
あ
る
。

こ
の
金
額
が
、
地
域
に
落
ち
る
の
か
、
県

外
へ流
出
す
る
の
か
で
は
、
大
き
な
違
い

で
あ
る
。
高
知
県
の
給
食
の
県
内
自
給

率
は
、
重
量
ベ
ー
ス
で
８
割
あ
る
が
、
品

目
で
は
３
割
程
度
で
し
か
な
い
▲
国
は
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
で
、
学
校
給
食
を

委
託
や
セ
ン
タ
ー
化
し
た
経
費
で
補
助

金
を
算
出
し
て
お
り
、
今
後
も
学
校

給
食
の
「
外
部
化
」
は
進
む
。
外
部
化

で
目
先
の
経
費
は
下
が
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
長
い
目
・地
域
の
目
で
見
れ
ば
、
地

域
経
済
は
疲
弊
し
、
人
口
流
出
へも
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
視
点

が
私
達
に
は
必
要
と
考
え
る
（耕
）

　
９
月
４
日
、
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
の
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
県
労
連

が
８
月
２
３
日
付
で
提
出
を
し
て
い
た
高
知
県

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
答
申
に
関
す
る

「
異
議
の
申
し
出
」が
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
労
連
か
ら
田
口
委
員
長
が
、
異
議
の
申

し
出
に
つ
い
て
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
答
申
前
の
意
見
表
明
の
み
で
異

議
の
申
し
出
に
つ
い
て
は
文
書
審
査
だ
け
で
し

た
が
、
今
年
は
意
見
表
明
が
実
現
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
結
果
は「
８
月
１
７
日
の
答
申
通

り
改
定
す
る
こ
と
が
適
当
」と
い
う
結
論
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
（３
面
に
掲
載
）

を
保
障
し
、
憲
法
２
５
条
「
健
康
で
文

化
的
な
生
活
」
で
幸
福
の
水
準
を
規
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
礎
を
物
差
し
と

し
て
、
労
働
条
件
や
政
治
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

組
織
強
化
～
ま
ず
は
議
論
か
ら
～

　
組
織
強
化
の
基
本
は
、
「
議
論
」
で

す
。
「
な
ぜ
、
い
つ
、
何
を
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
」な
ど
を
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
の
議
論
の
中
で
、
取
り
組
み
の
意
義

や
方
法
が
共
通
の
認
識
へと
引
上
げ
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

全
て
で
は
な
く
、
可
能
な
分
野
か
ら

　
県
労
連
方
針
（議
案
は
Ｈ
Ｐ
の「
方
針
」

に
掲
載
し
ま
す
）
は
、
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
そ
の
全
て
を
同
時
に
進
め
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の

組
織
や
職
場
に
必
要
だ
と
思
う
分
野
か

ら
議
論
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
議
論
を
始

め
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
。
そ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
取
り
組
み
を
今
始
め
ま

し
ょ
う
。
（２
面
へ）
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職
場
訪
問
で
長

時
間
労
働
是
正

の
た
め
の
実
態
把

握
と
組
合
の
姿

を
見
せ
る
取
り

組
み
を
し
て
い

大
会
発
言
の
紹
介

吉
田
代
議
員
　
自
治
労
連

る
。
非
正
規
の
労
働
条
件
改
善
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
安
芸
支
部
で
は
、
臨

時
の
産
前
産
後
休
暇
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ミ
ニ
憲
法
本
を
作
成
し
、
全

県
の
職
員
に
配
布
。
学
習
面
で
は
、
わ

く
わ
く
講
座
に
執
行
委
員
や
専
門
部

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

坂
本
代
議
員
　
県
教
組　

２
９
年
目
と

な
っ
た
子
連
の
教

育
署
名
への
協
力

を
。
教
育
予
算
、

私
学
助
成
、
３
５

人
学
級
を
求
め

る
も
の
。
学
校
現
場
は
臨
時
教
員
が
足

ら
な
い
。
小
１
は
３
０
人
学
級
だ
が
、
小

５
か
ら
４
０
人
に
な
り
、
教
室
が
落
ち

着
か
な
い
。
小
６
ま
で
は
３
５
人
学
級

へ。
教
育
現
場
で
は
、
県
教
委
が
教
え

方
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
お
り
、
個
々
の

工
夫
を
す
る
な
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

坂
下
代
議
員
　
土
佐
清
水
労
連

　
土
佐
食
労
働

組
合
の
加
盟
で

地
域
労
連
が
活

性

化

さ

れ

、

メ
ー
デ
ー
も
開

催
で
き
た
。
市

長
選
挙
の
中
で
、
組
合
の
要
求
に
基
づ

く
支
持
を
確
認
し
、
メ
ー
デ
ー
へ候
補

者
を
呼
ん
だ
。
土
佐
清
水
で
の
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
提
起
が
出
さ
れ
た
。

県
労
連
か
ら
は
ぜ
ひ
手
助
け
を
お
願
い

し
た
い
。

伊
藤
代
議
員
　
須
崎
労
連

　
７
月
３
０
日
に

須
崎
市
内
で
働

く
も
の
の
交
流

会
を
開
催
し
た
。

市
内
の
病
院
への

働
き
か
け
を
目

的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
目
当
て
の
病
院

か
ら
の
参
加
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
参

加
者
同
士
の
交
流
は
勉
強
に
な
っ
た
。

戦
争
法
廃
止
の
運
動
も
進
め
て
い
る
。

徳
久
代
議
員
　
県
国
公　

全
労
働
の
非
正

規
職
員
の
公
募

廃
止
の
取
り
組

み
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
は
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
非
正
規

が
多
い
。
自
分
が
や
っ
て
い
る
窓
口
の
仕

事
の
公
募
を
か
け
る
中
で
、
自
分
が
受

か
っ
て
し
ま
っ
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
メ
ン
タ
ル
に
な
る
人
も
い
る
。
賃
下

げ
違
憲
訴
訟
は
最
後
ま
で
闘
う
の
で
、

今
後
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

横
田
代
議
員
　
自
交
総
連

　
と
で
ん
ハイ
ヤ
ー

の
有
給
休
暇
賃

金
未
払
い
裁
判
へ

の
支
援
を
。
有

休
を
取
っ
て
も
、

給
与
が
出
ず
欠

勤
扱
い
と
な
る
。
労
働
者
の
権
利
を
奪

う
行
為
は
許
さ
な
い
。
北
部
ユ
ニ
オ
ン
で

は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
対
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

中
尾
代
議
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
さ
こ
い
労
連

　
田
口
委
員
長
の

提
起
す
る「
売
り

手
よ
し
、
買
い
手

よ
し
、
世
間
よ

し
、
働
き
手
よ

し
」
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
た

が
、
掲
示
板
は
営
業
部
の
奥
の
暗
い
場

所
に
さ
れ
る
な
ど
差
別
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
業
務
委
託
は
労
基
法
適
応
外

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
責
任
を
回
避
し
て
い
る
。

杉
本
代
議
員
　
県
国
公　

国
家
公
務
員
の

定
員
削
減
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

５
月
に
は
、
地
元

選
出
の
国
会
議

員
へ
要
請
を
行

い
、
実
状
を
訴
え
て
き
た
。
ま
た
、
改

憲
阻
止
も
進
め
た
い
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
不

安
を
煽
る
の
で
は
な
く
、
冷
静
に
対
処

す
る
こ
と
が
大
切
。
戦
争
の
奉
仕
者
と

な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

筒
井
代
議
員
　
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

と
い
う
部
分
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
の
脱
却
を

掲
げ
、
２
０
条
裁
判
も
闘
っ
て
い
く
。

中
谷
代
議
員
　
こ
う
ち
生
協
労
組

　
大
会
方
針
の
中

で
３
本
の
柱
を
立

て
た
。
「
特
に
組

合
を
楽
し
く
し
、

自
分
の
得
意
な

役
割
を
果
た
す
」

　
忙
し
い
中
で
、

な
か
な
か
分
会
を

開
け
な
い
状
況

だ
っ
た
。
ま
ず
は

自
分
の
組
織
の
実

態
を
掴
む
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
毎
月
の

３
役
会
議
で
分
析
を
し
た
。
専
従
が
分

会
長
と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
分
会
訪

問
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
る
。
分
会
長
と

話
す
と
き
は
、「
な
ぜ
拡
大
が
必
要
か
」

「
話
が
解
決
す
る
姿
を
見
せ
る
」こ
と
を

意
識
し
て
い
る
。

植
野
代
議
員
　
県
教
組
（青
年
部
）

　
青
年
部
は
昨
年

全
教
の
平
和
と

組
織
拡
大
企
画

「
ゆ
い
ま
～
る
」
へ

参
加
し
た
。
プ
レ

企
画
な
ど
を
開

催
し
、
そ
の
中
で
仲
間
も
増
や
し
た
。

今
年
の
１
２
月
に
も
う
一
度
沖
縄
へ行

き
、
憲
法
を
守
り
活
か
す
取
り
組
み

を
進
め
る
。

岡
本
・三
木
代
議
員
　
県
労
連
青
年
部

　
月
１
回
の
代
表

委
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
中
で
わ

く
わ
く
講
座
に

も
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
習
や
交

流
を
企
画
し
、

ま
だ
結
集
出
来
て

い
な
い
組
織
へ
積

極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。
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異議の内容は、 以下の６点です。

１． 今年 （効力発生の日） から高知県の最低賃金 （以下最賃） を

　　　時間額７３７円とすることに不服である。

１． 高知地方最低賃金審議会 （以下地賃） として最賃引上げに伴

　 　う経済波及効果について独自に試算し、 その結果を今回の答

　　申に反映させること。

１．大幅引上げを行う場合の中小企業支援策について、現行諸制

　　度について精査をし、 どのような支援策であれば、 最賃の大幅

　　引上げに対応できるか経営者にアンケート調査を行い要望をまと

　　め、 今回の答申に反映させること。

１．現行の最低賃金決定の仕組みは制度的な限界に直面しており、

　　新たな制度確立へ向けて審議を行い、中央最低賃金審議会の論

　　議に意見反映させること。

１． 専門部会を全面公開すること。

１． 地賃の労働側委員に県労連の推薦者を加えること。

最低賃金７３７円の答申に異議！

執行委員長  田口  朝光（県労連）

副委員長      樫原  正彦 （県労連）

         〃　   　筒井  敬二 （自治労連）

         〃       石川  眞人 （県教組）

         〃     　橋詰  雅彦 （建交労）

         〃       畑山  佳代 （年金者組合）

書記長　       牧     耕生 （県労連）

書記次長      金子　竜太 （医労連）

執行委員　   八木　敬三郎（須崎労連）

        〃      　前田  研 （高知一般）

        〃      　小澤  幸次郎 （年金者組合）

        〃     　 坂本  智香 （高教組）

        〃         武樋  匡英 （医労連）

        〃　       清水  広忠 （こうち生協労組）

        〃         大原　高宏 （特殊製鋼所労組）

        〃         守屋　文貴 （県国公）

        〃         筒井　典子 （自治労連）

会計監査　    山下　健一 （高教組）

        〃       　山崎　真平 （福保労）

        〃　       山本　定 （年金者組合）

２０１７年度執行委員の紹介

田
辺
代
議
員
　
医
労
連　

組
合
員
を
増

や
す
取
り
組
み

が
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
。
人
員

不
足
に
も
関
わ

ら
ず
、
劣
悪
な

労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
も
、

組
合
員
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
。
も
っ

と
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。
次
年
度
は
、

青
年
部
や
女
性
部
に
人
を
出
し
た
い
。

山
崎
代
議
員
　
自
治
労
連

　
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
へ
参

加
。
核
兵
器
禁

止
条
約
が
出
来

て
初
め
て
の
大
会

で
あ
り
、
感
動

的
だ
っ
た
。
核
の
平
和
利
用
と
い
う
が
、

原
発
は
核
の
地
雷
の
よ
う
な
も
の
だ
。

ま
た
、
ビ
キ
ニ
訴
訟
の
闘
い
も
よ
り
一
層

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

武
田
代
議
員
　
建
交
労　

高
齢
化
が
進
む

中
で
、
高
齢
者

部

会

を
作

り

「
高
齢
者
が
若
者

の
足
か
せ
に
な
ら

な
い
」
と
の
思
い

で
取
り
組
ん
で
き

た
。
２
０
１
２
年
に
は
高
知
市
、
１
４
年

に
は
県
の
高
齢
者
就
労
団
体
に
認
定
さ

れ
た
が
、
な
か
な
か
仕
事
が
な
い
。
う

つ
や
引
き
こ
も
り
の
人
た
ち
の
支
援
を

担
う
就
労
訓
練
事
業
に
も
認
定
さ
れ

た
。
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
人
た
ち

を
今
後
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
。

尾
原
代
議
員
　
年
金
者
組
合

　
年
金
の
受
給
資

格
年
数
が
２
５
年

か
ら
１
０
年
に
な

り
、
県
内
の
対

象
者
は
約
６
千

人
。
し
か
し
、
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
る
の
は
半
分
し
か
い

な
い
。
申
請
し
な
い
と
も
ら
う
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
、
周
り
の
人
に
伝
え
て

ほ
し
い
。
年
金
は
高
齢
者
の
命
綱
。
企

業
の
内
部
留
保

（４
０
６
兆
円
）
を
使

い
、
最
低
補
償
年
金
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

前
田
代
議
員
　
高
知
一
般

　
土
佐
食
支
部
で

は
、
こ
の
間
未
払

い
賃
金
、
パ
ワ
ハラ

な
ど
様
々
な
問

題
を
解
決
し
て
き

た
。
規
範
労
働

協
約
を
締
結
し
、
会
議
室
の
利
用
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
、
会
社
と
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
き
た
。
県
労
連
方
針
で
要

求
決
定
の
要
素
に
「
会
社
の
経
営
状

況
」
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
が
、
要
求

決
定
の
要
素
は
生
計
費
で
は
な
い
の
か
。

会
社
の
経
営
状
況
に
よ
っ
て
要
求
額
を

変
え
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

（ま
と
め
で
執
行
部
か
ら
説
明
を
行
い
ま

し
た
）

筒
井
執
行
委
員
　
県
労
連
女
性
部

　
女
性
部
の
立
場

か
ら
。
２
０
１
６

年
１
１
月
に
高
知

で
開
催
し
た
「
は

た
ら
く
女
性
の
中

央
集
会
」
に
は
、

１
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
地
方
で
初
め

て
の
集
会
で
あ
っ
た
が
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お

礼
を
言
い
た
い
。

２
０
１
８
年
８
月

に
は
、
日
本
母
親

大
会
が
こ
の
高
知

で
開
催
さ
れ
る
。

い
ま
、
集
会
の
成

功
に
向
け
て
様
々

な
組
織
に
働
き
か

け
を
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
成
功

さ
せ
れ
る
よ
う
、

各
組
織
か
ら
の
支

援
を
お
願
い
し
た

い
。

※新しい最低賃金 （７３７円） は、 １０月１３日施行予定となっています。



(4）２０１７年９月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２０１

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
１
０
月
６
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
０
号
の
答
え
は
「
ヤ
マ
ノ

ボ
リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

池
田　

康
人　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

中
西　

良
太　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
ミ
ロ
ク
労
組
）

泉　

る
り
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①平和を象徴

する鳥　③1920

年代、 30 年代

は昭和――　⑤

――恐怖症だ

から登れない　

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
○
○
入
り
娘

　
②
―
―
を
強
打
し
気
を
失
う
　

③
書
き
つ
け
　
④
こ
の
犬
は
人
に

―
―
を
加
え
な
い
　
⑥
○
○
○
一

転
　
⑧
―
―
な
計
画
で
大
失
敗

⑨
試
合
の
途
中
―
―
を
報
告
　
⑪

手
下
　
⑬
浮
標
　
⑮
収
益
性
の
高
い

も
の
や
人
を
○
○
箱
と
呼
ぶ

⑦ケーキを八等○

○に　⑧○○情、

友○○　⑩打てば

響くように――が利

く　⑫前夜　⑭二

度。 ――の挑戦　

⑯並外れた力

川
柳
コ
ー
ナ
ー

走
れ
ど
も
　
メ
イ
ク
バ
ッ
チ
リ
　
ブ
ル
ゾ
ン
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○川柳コーナー、 楽しみにしています。 （1人、 納得しています） 自

治労連 （Ｒ･Ｍ）

○今年の夏もとても暑かったですね。 山に行って少しでもすずしさを

感じてみたいです。 自治労連 （Ｍ ・ Ｆ）

○少しむずかしかったけど、 とても分かると楽しい。 ミロク労組 （Ｒ ・

Ｎ）

○朝、机に配布されていたので、慌ててクロスワードを解きました。人

口流出の問題 ・ ・ ・ 本当に頭が痛いことですね。 我が家は山の中

で目の前に清流が流れています。 最低賃金を上げ、 「子どもと住み

たい移住したい高知」 にして欲しいです。 県教組 （Ｒ ・ Ｉ）

○人口減少、 本当に心配です。 自治労連 （Ｙ ・ Ｉ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

安
倍
改
憲　

進
軍
ラ
ッ
パ　

吹
き
鳴
ら
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

改
造
も　

支
持
率
ま
る
で 

オ
ス
プ
レ
イ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

お
め
で
と
う
　
機
関
紙
つ
い
に
　
２
０
０
号

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

取
り
組
み
活
発
に

　
県
労
連
青
年

部
は
８
月
２
６

日
に
交
流
企
画

「
く
み
あ
い
ち
ゃ

ん
ぷ
る
ー
」
を

越
知
町
日
ノ
瀬

清
流
公
園
で
開

催
し
、
１
７
名

が
参
加
し
ま
し

た
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
ス

イ
カ
割
り
な
ど

を
行
い
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

笑
み
満
開
　
電
撃
婚
の
　
武
井
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

　
８
月
２
７
日
、
県
教
組
・
高
教

組
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、「
親
睦
を
深
め
、
輪
を
広
げ

る
こ
と
」「
全
教
共
済
、
全
教
自

動
車
保
険
の
学
習
」
の
二
点
を

目
的
に
大
豊
町
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
行
い
ま
し
た
。
見
事

な
晴
れ
模
様
で
し
た
が
、
暑
す
ぎ

ず
絶
好
の
ア
ウ
ト
ド
ア
日
和
の
中

み
ん
な
で
夏
休
み
最
後
の
日
曜

日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
始
ま
る
前
に
自
動
車

保
険
と
共
済
の
学
習
も
し
っ
か
り

行
い
。
充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
楽
し
い
企
画
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
教
組
青
年
部

県
教
組
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
様
子

県
労
連
青
年
部

「
く
み
あ
い
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー
」

県労連青年部 ・ 乾杯の様子

沢山の投稿をお待ちしています


